
第22回 秋 季 舞 踊 学 会 報 告

鳥 越 文 蔵

プログラム 会場 武庫川女子大学

10月25日(土)会 場 音楽会館ホール 地下一階

○レクチュア ・デモンス トレーション

文楽人形による型の分析

○シンポジュウム

人形 と舞踊

○懇親会 会場 公江記念講堂 地下一階

10月26日(日)会 場 南館S二 十三号室

○研究発表

神遊びの採物舞について

をどりの芸態

古代ギ リシア・ローマにおける舞踊

ダンスセラピーの理論と方法
一アメリカの文献を基盤 としたアプローチー

日本体育会 赤間雅彦の舞踊教育
一大正 ・昭和前期において一

4才 児の身体表現力の変化

課題学習と自己評価

「ダンスの楽 しさ」に関する因子分析の試み

舞踊の表現方法に関する基礎研究
一二人の空間配置の距離とそのイメージー

舞踊運動形成とイメージ
-運 動の時性変化によるイメージの差異-

2ケ 月間のエアロビクス ・ダンスが

体型、体構成、運動能力に及ぼす影響…

移動運動からみた舞踊の動作特性

カタックダンスの技法 と"Sum"に ついて

文 楽 協 会 吉 田 文 雀

吉 田 和 生

吉 田 和 右

早稲田大学名誉教授 郡 司 正 勝
バ レ 工 研 究 家 薄 井 憲 二

日 本 女 子 大 学 増 淵 宗 ・一

司会 早稲田大学 鳥 越 文 蔵

早 稲 田 大 学 板 谷 徹

山 路 興 造

大阪樟蔭女子大学 木 村 健 治

お茶の水女子大学 八 木 ありさ

島 根 大 学 中 野 祐 子

白梅学園短期大学 若 松 美恵子

川 越 女 子 高 校 高 橋 るみ子

兵 庫 教 育 大 学 畑 野 裕 子

大 阪 教 育 大 学 的 場 由親子

大 阪 教 育 大 学 穴 迫 洋 子

お茶の水女子大学 宗 京 洋 子

武 庫川 女子 大学 北 島 見 江

武 庫 川 女子大 学 黛 誠

武 庫 川女 子大 学 目 連 淳 司

武 庫 川女 子大 学 初 田 恭 江

武 庫 川女子 大 学 永 田 隆 子

お茶の水女子大学 北 野 啓 子

お茶の水女子大学 森 下 はるみ

お茶の水女子大学 佐々木 玲 子

お茶の水女子大学 石 黒 節 子

(実行委員 穴 迫 洋 子 須 藤 鶴 子 林 悦 子)

(担 当理事 穴 迫 洋 子 片 岡 康 子 若 松 美 黄 〉
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上記のようなプログラムで開催された。研究発表

については、発表者の中7人 の方か らその要旨が

投稿 されている(3ペ ージより)。 ここでは、文

楽の実演 とシンポジウムについて簡単に報告 して

おくことにする。

吉田文雀師とその一門による文楽人形の実演及

び解説は年季が入っているの一言。所作の基本を

解説するときの、あたたかな語 り口は文雀師の人

形への愛情が しからしむのであろう。

1. 立役の演技 として吃又の大頭の舞

2. 女方の演技として酒屋のお園の くどき

1は 、六法、両招き、蹴り足、ワリ見、のり込

み、後ろ向きなどがあり、 とくに足遣いの間のと

り方がむずか しいとされている。

2は 女方の動きのすべてが盛 り込まれており、

井上流の京舞にも取 り入れ られているという。

実際の舞台では絶対に見 られないものとして、

衣装をとったハダカの人形の演技を見せてもらっ

た。文雀師の師匠吉田文五郎が記録映画の中で、

お園の演技を分析 しているところがあり、その記

憶が強烈に残っているので、今回 もお園をハダカ

にして見せてもらいたいと希望 したが、女の人形

は足がないのでハダカは無理だという。映画のよ

うに、肩辺りの部分だけを映写するのと違 うわけ

である。吃又をハダカにして、同 じ大頭の舞を見

せてもらう。

文楽人形の衣装は、時間をかけて遣い手自身が

着せるものである。服装学院などにはその着せ方

を見せに行かれるという。余談なが ら、その着物

は千秋楽の日に足遣いの弟子が糸を切 って脱がせ

るのだが、そのとき着付のコッをぬすむのだそう

である。それほど念を入れた着物を、一分 もかけ

ないで舞台の上で糸を切って脱がせ、ハダカの人

形を遣ったのは、40年人形を遣っている文雀師も

初めてのことと苦笑いをされていた。

衣装を脱ぐと、人形 は首(カ シラ)と 肩板と胴

と手足に分かれる。 とくに文楽の人形の胴の特徴

として柔らかな布で出来てお り、上下に竹の輪が

ある文字通りガラン胴であることが示された。

人形の演技全体の中で舞踊的な部分は少ないこ

と、足どりは常にナンバであることも明 らかにな

った。約一時間の実演は有意義であった。

シンポジウムの発言は郡司会長から。昭和60年

6月 、慶応大学公開講座における「人形と人形芸」

の速記録が雑誌 「芸能」に掲載されていたのをふ

まえ、司会者が質問。一本足の人形を回すことか

ら、二本足になり 「蹴る」動作が加わ り、「荒れ」

の表現が可能になったなど、人形の繰り方を通 し

て民俗の伝承、またその力を説いてもらう。人形

遣いの方 にうかがうと、動いているときより、じ

っとして動かないときの方が骨が折れるという。

文雀師は 「人形をタメて持つ」という言葉で表現

されたが、人形 に限らず日本の舞踊(芸 能)で は

静止 しているようで実はじっと耐えている演技が

ある。 このことが強調 されたことが、日本の舞踊

観に親 しんでいない会員に刺激を与えたようであ

った。

単行本 として刊行 された 「人形 と情念」の著者

増淵氏には、著書の内容の何点かを口述 してもら

う形で発言を願 った。氏は美学者であり、和辻哲

郎の 「日本芸術史研究」に引かれての日本芸能観

であることがはっきりした。人形の演技論に関す

る哲学者の発言を、芸能の側が受止めるときには、

それなりの手続がまだまだ必要であることがはっ

きりした点が収穫とみよう。
バ レエの評論家というより、バ レエの動 く博物

館という方がふさわしい薄井氏には、長年見てこ

られた多くのバレエの中で人形の演技がどのよう

に採入れられているのかを聞 く。日本では 「人形

ぶり」という表現法があるのでこのような質問を

出す ことになったが、バ レエの代表曲として、人

形店に提がっている人形を動かして見せ、夜にな

るとその妖精が人間に諺憤をはらすという内容の

曲 「プッペンフェー(フ ェア リー ドール)」 が紹

介された。1973年 までに750回 の上演回数をもつ

流行曲という。

シンポジウムの前半は、演壇のお三方の専門分

野が違いすぎたせいか、盛 り上 りに欠けた。後半

は聴衆の質問、聴衆同士の議論でわき、時間を超

過するほどであった。いずれにしても、このシン

ポジゥムは満足できるものではなか ったと司会者

は責任を感 じている。
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